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令和５年度秋田県山本地域保健医療福祉協議会 要旨 

 

１ 開催日時  令和６年３月１３日（水） 午後３時から午後４時 

 

２ 開催場所  山本地域振興局庁舎 ３階 大会議室 （能代市御指南町１－１０） 

 

３ 出席委員（敬称略） 

佐々木 文明、田川 政幸、楊 国隆、加藤 裕治郎、小林 聡、太田原 康成、岩村 庄英、 

野村 誠、中村 茂樹      （委員 17名中９名出席） 

 

4 会長及び副会長の選任 

   会長には互選により齊藤滋宣委員が選出され、副会長には会長の指名により楊国隆

委員が選任された。 

 

５ 議 事 

  本日欠席の齊藤会長に代わり、楊副会長が議長となり議事を進行した。 

 

（１）地域医療推進部会からの報告 

（２）救急・災害医療検討部会からの報告 

   合同開催した内容について、事務局から資料２により説明し、委員から次のとおり質疑、

意見等があった。 

 

（医師会 楊委員） 

昨年 7 月の大雨災害時に能代市は災害対策本部を立ち上げ、避難所にて保健師

が 24 時間体制で健康観察を行ったが、藤里町や三種町ではそういった対応をした

のか。 

 

（藤里町長 佐々木委員） 

7月 15日の朝８時半に災害対策本部を設置し、避難所の開設と避難指示を並行

して行った。現場の職員は被害状況の確認のため町内を巡回した。住宅被害は床下

浸水６戸、それから土砂崩れ１箇所があったが、それ以上の人的被害が無かったこと

を確認した。 

 

 （三種町長 田川委員） 

７月 15日に災害本部を立ち上げ河川の氾濫状況に応じて避難指示を出した。 

避難所に避難した人が数名いたが、朝まで避難した人はいなかった。夜１１時くらい

まで保健師等が健康状態の管理を進めた。 

各世帯への訪問は、税務課で被害調査を行ったが、健康調査は特段行っていない。 

高齢者避難もあるので、社会福祉協議会や民生児童委員等とも連携を取りながら、

一人暮らし高齢者世帯のフォローまでしっかり行った。 
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（３）献血推進部会からの報告 

   事務局から資料３により説明し、委員から次のとおり質疑、意見等があった。 

 

（佐々木委員） 

当町で３月２１日に献血があると聞いている。この資料の実績は２月末となっている

が、今後、実績が反映されるということでよいか。 

 

（事務局 佐藤副主幹） 

その通りである。 

 

（４）令和５年度山本地域福祉環境部主要事業について 

 事務局から資料１により説明し、委員から次のとおり質疑、意見等があった。 

 

 （医師会 加藤委員） 

私も外来でアルコール依存症の方を診ることがある。そういった方に相談して対応

するとあるが、具体的にはどのような対応なのか。依存症の人は、受診だけではお酒を

止めることは出来ないので、地域でのバックアップや色々なサービスを紹介するリーフ

レットが病院にもあれば良いと感じた。 

 

 （事務局 吉田次長） 

相談があった場合には保健師が主に健康状態など傾聴している。その中で医療機

関に繋ぐようなアドバイスも行っている。 

依存症のパンフレットは、昨年キャンペーンで配布したものがあり、必要があれば提

供させていただく。 

 

  （医師会 加藤委員） 

そういう相談を受けて、効果は上がっているのか。 

 

 （事務局 吉田次長） 

介入や支援を拒む方も多く、対応の難しさを感じている。関係機関で話し合い、連

携しながら対応し効果を上げていく必要がある。 

 

 （三種町長 田川委員） 

様々な依存症があると思うが、この地域で多いのは何か。また、自覚症状がない人

も多数いると思うが、そういった人は保健師の巡回訪問だとか、民生児童委員の地域

訪問によって認知するものなのか。認知した後は、どのような形で引き継いでいくのか。 

 

（事務局 吉田次長） 

内訳は、ほぼアルコール依存症で、１人だけギャンブル依存である。 

地域の人が状況を見て不安を感じたりして、市町、社協等に相談があり、その後に

関係機関が連携して対応している。 

 



3 

 

（医師会 楊委員） 

令和２年～４年のコロナの時期に、外出・宴会が抑制され、家で酒を飲む機会が増

えているはずです。決して依存症が減っている訳では無く、むしろ増えているはずなの

に、このように実数が減っているのは、当時の受診抑制の影響があるのか。 

 

（事務局 吉田次長） 

令和２年度以降に減っているのはコロナの影響があると想定される。 

潜在的に支援を必要としている方がいるかもしれないので、情報発信していきたい。 

 

（医師会 楊委員） 

様々なクリーンアップ事業があるが、能代市とか自治体が行っているものとは別の

クリーンアップということでよいか。 

 

（事務局 大野課長） 

完全に別物とは言い切れない。実施主体は「山本クリーンプロジェクト協議会」で

保健所が事務局という形になっている。メンバーとして、管内市町、警察署、振興局の

農林部・建設部、国土交通省、産業廃棄物協会などの団体で構成され、撤去場所や

啓発活動を検討しながら実施している。 


